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国
家
戦
略
と
し
て
の
環
境
政
策
の
展
開
に
関
す
る
質
問
主
意
書

地
球
温
暖
化
対
策
を
中
心
に
環
境
政
策
の
基
本
的
な
事
項
に
関
し
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

国
家
戦
略
と
し
て
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
鳩
山
首
相
は
、
前
政
権
と
は
異
な
り
、
「
一
九
九
〇
年
比
で
二
〇
二
〇
年
二
五
％
削

減
、
二
〇
五
〇
年
八
〇
％
削
減
」
を
明
言
し
、
国
際
社
会
に
お
い
て
評
価
を
得
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
二
〇

二
〇
年
二
五
％
削
減
は
他
の
国
が
削
減
努
力
を
し
た
場
合
に
限
る
と
し
て
お
り
、
日
本
の
基
本
的
な
姿
勢
は
あ
い
ま
い
さ
が

残
っ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
に
は
地
球
的
規
模
で
の
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
す
べ
て
の
主
要
排
出
国
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
若
し
く
は
抑
制
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
入
口
に
お
け

る
「
オ
イ
ル
ピ
ー
ク
リ
ス
ク
」
及
び
出
口
に
お
け
る
「
気
候
変
動
リ
ス
ク
」
の
両
方
を
考
慮
す
れ
ば
、
で
き
る
限
り
速
や
か

に
「
化
石
燃
料
、
な
か
ん
ず
く
石
油
に
依
存
し
な
い
経
済
社
会
」
に
移
行
す
る
こ
と
が
日
本
の
国
家
戦
略
と
し
て
明
確
に
位

置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
ア
メ
リ
カ
は
、
国
の
安
全
保
障
上
の
観
点
か
ら
も
、
石
油
に
依
存
し
な
い
経
済

社
会
づ
く
り
に
向
か
っ
て
お
り
、
議
会
で
は
、
二
〇
二
〇
年
を
含
む
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
具
体
策
を

一



審
議
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
、
い
か
に
し
て
二
〇
五
〇
年
八
〇
％
削
減
の
社
会
を
実
現
し
て
い
く
の
か
、
及
び
そ
の
通
過
点

で
あ
る
二
〇
二
〇
年
二
五
％
削
減
を
実
現
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
道
の
り
が
見
え
な
い
。
政
権
発
足
に
当
た
っ
て
の
三
党
合

意
で
は
、
「
低
炭
素
社
会
構
築
を
国
家
戦
略
に
組
み
込
み
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
基
本
法
の
速
や
か
な
制
定
を
図
る
」
と
さ

れ
て
お
り
、
何
の
躊
躇
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
質
問
す
る
。

（
�
）

「
低
炭
素
社
会
の
姿
と
実
現
の
た
め
の
施
策
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
策
定
す
る
作
業
を
い
つ
開
始
す
る
の
か
。

（
�
）

地
球
温
暖
化
対
策
の
基
本
法
、
排
出
量
取
引
の
法
律
、
地
球
温
暖
化
対
策
税
の
法
律
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

力
の
全
量
買
取
の
法
律
な
ど
に
つ
い
て
、
い
つ
国
会
に
提
出
す
る
の
か
も
含
め
個
別
具
体
的
な
施
策
を
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
か
。

�

二
〇
二
〇
年
中
期
目
標
の
見
直
し
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

政
府
は
、
二
〇
二
〇
年
二
五
％
削
減
を
実
現
す
る
た
め
に
中
期
目
標
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
仄
聞
し
て
い
る

が
、
中
期
目
標
の
見
直
し
作
業
は
、
自
公
政
権
の
下
で
設
定
さ
れ
た
電
力
及
び
鉄
鋼
に
係
る
諸
前
提
を
含
め
て
見
直
す
こ

二



と
、
及
び
鳩
山
政
権
で
実
現
さ
れ
る
排
出
量
取
引
に
関
す
る
法
律
、
地
球
温
暖
化
対
策
税
の
法
律
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
の
全
量
買
取
の
法
律
な
ど
の
個
別
具
体
的
な
施
策
の
効
果
を
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
負
担
に
つ
い
て
は
そ
の
負
担
の
あ
り

方
、
新
産
業
の
発
展
に
つ
い
て
は
雇
用
を
含
め
た
そ
の
支
援
の
あ
り
方
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
並
び
に

雇
用
創
出
及
び
経
済
成
長
へ
の
寄
与
な
ど
の
全
体
像
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
質
問
す
る
。

（
�
）

政
府
は
、
ど
の
よ
う
な
作
業
を
織
り
込
ん
で
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
中
期
目
標
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
か
。

（
�
）

そ
の
中
期
目
標
の
見
直
し
作
業
は
、
二
〇
五
〇
年
八
〇
％
削
減
の
達
成
の
通
過
点
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
中
期
目

標
達
成
の
政
策
と
二
〇
五
〇
年
八
〇
％
削
減
の
た
め
の
政
策
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
。

�

国
連
環
境
開
発
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

国
連
は
、
一
九
七
二
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
、
一
九
八
二
年
ナ
イ
ロ
ビ
（
ケ
ニ
ア
）
、
一
九
九
二
年
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
、
二
〇
〇
二
年
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
（
南
ア
フ
リ
カ
）
と
、
お
お
む
ね
十
年
ご
と
に
環
境
と

開
発
に
関
す
る
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
次
に
開
催
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
と
な
る
と
推
測
す
る
が
、
二
〇
一
二

三



年
は
、
京
都
議
定
書
の
最
終
年
で
あ
り
、
交
渉
の
進
展
次
第
で
は
二
〇
一
三
年
以
降
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
弾
み
を
つ
け

る
重
要
な
年
と
な
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
す
る
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
��
）
の
成
果
を
広
め
て
い
く
年
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
会
議
は
通
常
六
月
に
開
催
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
か
ん
が
み
る

と
、
二
〇
一
二
年
六
月
は
政
権
発
足
か
ら
三
年
と
な
り
政
権
と
し
て
も
充
実
し
た
時
期
に
当
た
り
、
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を

国
家
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
政
権
と
し
て
、
そ
の
成
果
を
世
界
に
示
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
絶
好
の
機
会
と
な

る
。そ

こ
で
、
質
問
す
る
。

（
�
）

政
府
は
、
二
〇
一
二
年
に
は
国
連
の
環
境
と
開
発
に
関
す
る
会
議
を
開
催
す
る
よ
う
国
連
の
場
で
提
案
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

（
�
）

こ
れ
ま
で
の
開
催
地
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
と
な
っ
て
お
り
、
次
に
開
催
す
る
と
す
れ

ば
、
ア
ジ
ア
か
北
ア
メ
リ
カ
が
順
当
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
二
〇
一
二
年
の
会
議
を
日
本
で
開
催
す
る
考
え

は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

四


